
「K さんの新たな課題と取り組み」  

〇発表者名  社福) 祥和会  祥福園  本城勇人  

共同研究者名  社福)  祥和会  祥福園  足立竜輔   

１．問題提起  
 前回の研究発表における支援内容にて一定の成果は出たが、すぐに新たな課題に直面してし
まった。令和７年２月頃より食事にかかる時間が長くなり始め、食事を途中で中止してしまう
頻度が増加。それにより体重が減少傾向となってしまう。睡眠時間も減少。保護者さんも体重
減少を気にしておられる。  

２．目的  
毎日、食事を食べることができ、また睡眠も充分にとることで健康的な体を維持する。 
食事時間を短縮することで、運動やお楽しみなど、他の活動時間を増やし、生活の質の向上を
目指す。  

３．方法  
普段の様子と帰省後の変化から考察し、以下の施策を実施。  
【1】廊下にカーテンを設置する。  

【2】個人購入で補食を購入し提供する 

【3】食事以外の楽しみを取り入れる 

【4】リフレッシュ休暇の導入 

４．成果・課題 

成果  
・雑音が少なくなり、精神状態安定した。
・毎日、同じ物を食べるのではなく、食事に変化がつき、自分で選んで食べるという楽しみ
が増えた。

・運動などを積極的に取り入れることにより、笑顔が増え、生活にメリハリが生まれた。
運動による食欲促進効果も現れた。

・リフレッシュ休暇により、帰省同等の変化を得ることができた。

課題  
・リフレッシュ休暇の回数を重ねるごとに効果が薄くなってきている。
・K さんの支援に対して苦手意識をもっている職員もおり、起床から食事時間までに時間がか
かり、1 日スタートが遅れ、全体が遅れてしまうことがある。

以上  
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